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エミリィ・ディキンスンの
情熱的なペルソナ
──「装填された銃」の詩を中心に──
松 本 明 美
Synopsis : One of America’s most esteemed poets, Emily Dickinson,
wrote approximately 1,800 poems, but some of them are enigmatic for
readers. In particular,“My Life had stood−a Loaded Gun−”（Fr 764）
has been the subject of debate for some time because the poem contains
esoteric metaphors and inimitable diction, and it conveys an oppressive
atmosphere. Through a careful reading, we can make various interpre-
tations, depending on how we view the relationship between“I”and
“Master”in the poem. Another key point is that we should elucidate
the meaning of“Gun.”In the poem, the“Gun”does not usually move
unless someone tries to use it for hunting. Yet the“Gun”fires, and has
the power to kill living creatures. A similar scene is related to the erup-
tion of the volcano, which generally remains inactive, however, when it
erupts suddenly, it destroys cities. This volcano is a metaphor for a per-
son who bursts into a rage and pours out his or her grievances onto
other people. The poem, which begins with“Dare you see a soul at the
‘White Heat’?”（Fr 401）, stimulates readers to see the“White Heat.”It
provokes them to explore the serious aspect of their soul and attempts
to offer hope in desperate times. Therefore, it can be said that Dickin-
son produced provocative personae to reflect her own intensity or seri-
ousness for writing poetry.
Ⅰ 序 論
アメリカの詩人，エミリィ・ディキンスン（Emily Dickinson, 1830-86）
の詩は，難解なものとして知られる。彼女の 1800編近い詩は，ほとんどが
短く圧縮されたスタイルを持ち，メタファーも晦渋なため，多くの読者の理
解を超えてしまう。では，ディキンスンの難解な詩とはどういう特質を持つ
のか？幾つかの特質が挙げられるが，その特質の 1つとして，ディキンス
ンにしては長い，5つ以上のスタンザで成り立っているという点である。2
１
つ目の特質は，意表を突くようなメタファーが使用されているために，二重
三重の解釈が可能になることである。言い換えれば，1つの明解な解釈だけ
でなく，それ以外の重層的な詩の世界が存在するという特質である。
ディキンスンの詩の解釈が困難を極める要因として，ディキンスンが詩の
中で，語り手の“I”（「私」）は，自分自身ではなく「詩の代弁者」だと書簡
の中で明言していることであ
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る。よって，詩の中での出来事や思想を，安易
にディキンスン自身と重ね合わせることが不可能なのである。それにより，
読者や研究者たちは，詩の言葉やフレーズを頼りに一語一語，解読しなけれ
ばならない。さらに，ディキンスン独特のハイフンの多用，脚韻，詩の技巧
に配慮しながら，読み進めなければならないのである。
本論文では，ディキンスンの難解な詩の 1つとされる，“My Life had stood
― a Loaded Gun”（764番）を中心に数編の詩を精読する。その際，これ
までの先行研究や解釈を考慮に入れながら，6つのスタンザで構成された
764番の詩に隠された意味について考えていきたい。したがって，小論で
は，「詩の代弁者」のことをペルソナと呼ぶことにすると同時に，ペルソナ
の語りにも注目しながら，その心の振幅にも言及する。そして，最終的に，
なぜディキンスンはペルソナに激しい口調で狩猟などの詩を語らせたのかを
考えながら，ディキンスンの詩論と詩人論の一端についてまとめていくこと
にする。
Ⅱ
ディキンスンが最も詩作に傾注していた 30代前半の頃は，アメリカで南
北戦争が起こった時期であった。屋敷に隠棲していたディキンスン自身も，
それについての話は耳にしていたに違いないが，764番の詩も，この時代を
反映した作品となっていると言っても言い過ぎではない。まずは，最初のス
タンザを引用する。
My Life had stood― a Loaded Gun―
In Corners― till a Day
２ 松 本 明 美
The Owner passed― identified―
And carried Me away―（Fr 764, stanza
2
1）
語り手のペルソナは，「私の人生は，隅っこに／装填された銃として立って
いた」と言う。「装填された銃」として，すでに役割を果たす準備はできて
いるものの，まだ誰にも触れられず，立て掛けられたままである。ところが
ペルソナによると，「所有者」が現れて，その「銃」を認め，「私を運び去っ
た」となっている。「所有者」である人物の詳しい素性は明らかにされてい
ないものの，「銃」を扱うことができる，男性の「所有者」だと仮定できる。
「銃」である「私」を携えた「所有者」は，目的を果たすべく出かけようと
するのである。
第 2スタンザから第 5スタンザまでを引用する。
And now We roam in Sovreign Woods―
And now We hunt the Doe―
And every time I speak for Him
The Mountains straight reply―
And do I smile, such cordial light
Opon［Upon］the Valley glow―
It is as a Vesuvian face
Had let it’s pleasure through―
And when at Night― Our good Day done―
I guard My Master’s Head―
’Tis better than the Eider Duck’s
Deep Pillow― to have shared―
To foe of His― I’m deadly foe―
None stir the second time―
On whom I lay a Yellow Eye―
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Or an emphatic Thumb―（Fr 764, stanzas 2−5）
第 2スタンザで「私」と「所有者」は連れだって「森」の中を歩き回る。
そして，「雌鹿」を狩るのである。ここで初めて 1人称のペルソナの「私」
（“I”）が出てくる。そこでペルソナは「所有者」のために大声で話す度に，
「山々」の方がすぐにこだまして帰ってくるのである。ここでは，「銃」が持
つ本来の力を発揮して，「彼」のために自分自身の役割を果たしているので
ある。
「所有者」の男性的な力によって，「銃」である「私」も爆発的な力で本来
の力を発揮する。しかし，「銃」は「鹿」を撃つものの，「雌鹿」と性別がは
っきりしている。ミラーによると，「雌鹿」を狩ることで語り手の「私」自
身の女性的な局面を排除し
3
たことになるという。無論，「銃」となってしま
えば，男女の区別のない中立的な自己になる。だからその「雌鹿」を狩るこ
とで，男女の差異を超えた力強さが増してきたと考えられる。
第 3スタンザでは，役割を遂行したペルソナの「私」が，心から微笑ん
でいることが分かる。「銃」としての自分の力強さを誇張し，「山々」に認め
られたからである。その喜びがいかに大きいかが，爆発した「ベスビアス火
山」の顔のようにという直喩で語られている。どちらも共通しているのが，
爆発による振動の大きさと赤い炎である。それらは一度爆発してしまうと，
誰にも止められない恐ろしさを秘めている。
第 4スタンザになると，状況が変わる。「夜」になって，「私たちの良き
日が終わった」頃となる。「夜」になり視界も悪くなって，気温も下がる。
そのような中，ペルソナの「私」は「私の主人の頭を守る」ことになる。つ
まり，「銃」を武器に，「主人」を守ろうとする。「ケワタグモの／深い枕」
とは，「ケワタガモ」が防寒具の 1つとして重宝する羽毛であることを意味
する。ペルソナはその羽毛の「枕」を分け合うよりも，「主人の頭」を守っ
ていようと決意しているのである。
次の第 5スタンザはさらに，奇抜な内容となっている。「主人」の「敵」
は，ペルソナの「私」にとって，「絶対の敵」なのである。だからこそ，
「私」はなんとしてでも「主人」を「敵」から守らなければならない。「私」
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が「黄色い目」で「敵」に狙いを定めたり，向こうが「力を込めた親指」で
銃撃しようとしたりしても，「私」が負けるわけにはいかないのである。こ
こでは，ペルソナのかなり激しい感情の起伏が見られる。圧倒されたペルソ
ナの「敵」は，「二度」と起き上がれず，その結果，ペルソナは「主人」を
守るという役割を完遂したことになる。
そして，問題の最終スタンザである。
Though I than He― may longer live
He longer must― than I―
For I have but the power to kill,
Without― the power to die―（Fr 764, stanza 6）
「彼よりも私が長生きするかもしれないが／彼は私よりも長生きしなければ
ならない」というペルソナの語りは難解である。その理由がさらに理解しが
たいものになっている。「装填された銃」である「私」は「殺す力」は持っ
ているが，自分から「死ぬ力」は持っていないという。「主人」は「死ぬ力」
を持っているので，必然的にペルソナよりも早く亡くなることになる。それ
にも関わらず，「主人」はペルソナよりも長く「生きなければならない」の
である。ここで，「私」と「主人」の関係は何なのか，という疑問が浮上す
る。
全体を通読しただけでは，確固とした解釈まで至るには困難であることが
分かる。なぜ，「銃」が出てくるのか，「主人」とは具体的な人物なのか，そ
して最後のスタンザにあるように，なぜ「主人」の方が長生きしなければな
らないのか，という疑問点である。フェミニストの研究者たちは，「銃」を
女性詩人にたと
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え，男性という「主人」に認められてこそ力を発揮すると解
説する。逆に言うなら，男性に認められない限り，ずっと「隅っこ」で「装
填された銃」のまま立っているのである。しかも誰もそれを使用しないため
に，ひんやりした感触を保っている。そして，第 4スタンザはエロティッ
クな描写だと見なす読者もいるだろう。そして「主人」を守るために，「銃」
を発射して相手を撃つ。その時の「銃」は銃弾が発砲されたために，温度が
高くなっている。「主人」に認められて初めて，心が高ぶるのである。
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また，別の読み方としては，詩人と言葉の関係を主題にしていると読むこ
とが可能である。つまり，銃弾は言葉であり，「銃」は詩人，「主人」は詩神
としてとらえる読み方である。言葉である弾丸は，「銃」を発射してくれる
誰かがいて初めて存在感を発揮する。そして言葉である弾丸は，人の心に大
きな衝撃を与える。「殺す」は読者への増大な影響力を示す隠喩である。言
葉は，自ら死ぬ力を持たず未来永劫生き続ける。しかし，詩神の方は，いず
れ死ぬことになるかもしれないのである。そうなると，詩を書く詩人にとっ
ては，不安定な状況に陥りやすい。
いずれの解釈も，ペルソナの激しい感情が迸り出ている。特に，「装填さ
れた銃」を詩や言葉とみなす考え方の根拠には，ディキンスンの詩の底本と
なっているフランクリン版の『エミリィ・ディキンスン詩集』の中で記され
ているように，第 6スタンザの“power”が実際は元々“art”になってい
たという事実があ
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る。つまり，和訳すれば「殺す芸術」となり，人々を驚嘆
させる「芸術」とも解釈できるし，「銃」を撃つこと自体が「殺す芸術」と
いう衝撃的な意味を持つことにもなる。ディキンスンがなぜ“power”にし
たのかは判断に苦慮するが，こちらの方が「銃」の爆発的なイメージに適っ
ていると思ったのではないかと推測できる。
いずれにせよ，この詩は語り手のペルソナの激しい感情が突出したものの
1つであると言える。当時の女性詩人に求められていた従順さ，かよわさを
もろともせずに，激しい感情をぶちまけているのである。ディキンスンが女
性詩人という枠から脱却して，一人の詩人として，心の内に秘めた激しさ，
決意，向上心を詩の中で吐き出している。心の奥に秘めている激しい感情の
はけ口が「銃」であり，外へ発砲される銃弾が，言葉を表す隠喩となってい
る。そして，詩神はインスピレーションを与えてくれる限り，詩人にとって
なくてはならない存在なのである。だから，自分より長く生きて欲しいので
ある。
この詩の最初のスタンザは韻を踏んでいるが，最後のスタンザも語りを締
めくくるかのように韻を踏んでいる。この詩の解釈としては，人によって
様々だろう。それを可能にするところが，この詩の難しさであり，意味の多
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様性を保持している点だろう。結局，意味の重層性を意識することこそが，
この詩を読む醍醐味だと言える。
Ⅲ
ディキンスンが「銃」という危険な道具をメタファーにしていることは，
Ⅱ章で述べたように，内面の激しさをいかに詩作によってコントロールして
きたかを表している。この「銃」とともに，ディキンスンの詩の中には，感
情の激発を示すタイプの詩がいくつかある。その代表的なのが，火山の噴火
である。
A still― Volcano― Life―
That flickered in the night―
When it was dark enough to do
Without erasing sight―
A quiet― Earthquake style―
Too subtle to suspect
By natures this side Naples―
The North cannot detect
The solemn― Torrid― Symbol―
The Lips that never lie―
Whose hissing Corals part― and shut―
And Cities― ooze away―（Fr 517）
第 1スタンザでは，爆発前の静けさを前面に出したような語りになってい
る。1行目から 1つ 1つの単語を分けるかのように，ハイフンが置かれてい
る。2行目では「火山」によって，「夜」の街が明滅しているのである。暗
い「夜」の街と明滅する「火山」の赤い色が，対照的となっている。しか
し，まだ「じっとした」ままで，噴火の時を待ち構えているかのようである。
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そして，第 2スタンザでは，「地震」が発生しようとしている。「静か」
ながらも，「地震」は「あまりにもかすかに」動いている。そのため，「ナポ
リ」に近い「自然」は理解するかもしれないが，「北部」の人たちは，「ナポ
リ」のかすかな「地震」の振動に気付くことはない。まさに「火山」が噴火
しようとする時に感じる弱い振動を，「北部」の人々は気付かないのである。
第 3スタンザの 1行目も，ハイフンを多用して，厳かな雰囲気での語り
が展開されている。噴火口の熱が，「灼熱の」という形容詞で表現されてい
る。いよいよマグマが噴き出す様子が，2行目から 3行目に書かれている。
噴火口の口が，「唇」という言葉に置き換えられている。まるで，人の顔の
一部として擬人化されたようでもある。そして今度は，「しゅうしゅうとい
う珊瑚」となって，とうとう「開いて，閉じる」のである。じわじわと流れ
出した溶岩が，街々を洗い流していくのである。最後の描写はグロテスクで
ある。一度「火山」が口を開いて爆発すると，破滅的な結果を招いてしまう
からである。
このように，詩を一読してみると，短い詩でありながら，恐るべき力強さ
と自然の脅威を感じ取ることができる。1つの読みとしては，自然に属する
「火山」が弱い兆候を出しつつも，ついに爆発し，街を飲みつくしてしまう
ほどの被害をもたらす。自然の恐ろしさ，そしてそれに対して何もできない
人間という構図が見て取れると考えても良い。
あるいは，この「火山」をディキンスン自身と考えることもできる。ディ
キンスンが「ナポリ」の側にいて，彼女の「休むことのない危険な火は，生
まれながらに持ってい
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た」とヘレン・ヴェンドラーは解釈している。この解
釈は，「火山」であるディキンスンが，ずっとマグマのようなもの，すなわ
ち心の中に溜めていたものを一息に吐き出してしまう，という考え方であ
る。その結果，周囲の人は突然のことに驚きを隠せないままとなる。
ウェンディー・バーカーの解釈では，「北部」に住んでいるニュー・イン
グランドの人たちには，ディキンスンの恐るべき言葉または芸術的なエネル
ギーが分からないとい
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う。つまり，「火山」のイメージをとおして，「創造的
エネルギ
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ー」について言及していることになる。この「創造的エネルギー」
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が心の底から溢れ出してきて，街々を押し流してしまう。最後は誇張的だ
が，いかにディキンスンの詩には生命力が横溢しているかが分かる。
Ⅰ章の「銃」の詩では，詩や言葉には生命力，つまり，長く生き続ける力
を保持していることが分かった。また，詩人，ディキンスンの深奥に秘めた
激しい思いや溢れるばかりの創作力の表れを読み取ることができた。今度の
「火山」の詩もまた，ディキンスン自身を言い換えていると言ってよい。な
ぜならば，「決して嘘をつかない唇」という表現が表すように，芸術家は真
実を追究し続けるからである。それを熱い思いで作品に書き表すのである。
芸術家は普段は寡黙でも，心に秘めた熱い思いを語る（表現する）時には，
芸術家の魂や感情が表に出てしまう。それが芸術家の宿命とも言える性なの
である。
“I have never seen ‘Volcanos’―”で始まる 165番のペルソナは，「私は
火山を見たことがない」と言っている。ところがディキンスンが 10代の時
に学校で，火山，特に「ポンペイ」（Fr 165）について習っていたようであ
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る。そのことがきっかけとなって，ディキンスンは後に「火山」を自分の重
要な隠喩として，使用するようになったのだろう。その「ポンペイ」の衝撃
的な自然災害が，ディキンスンの頭の中に記憶として残っていたと考えられ
る。最後の“ooze away”というフレーズは，「滲み出る」という意味があ
り，「火山」の悲惨な襲撃を表すかのようである。詩全体が，無駄のない引
き締まったスタイルになっているが，内容的には詩の読者が震撼するような
詩的空間を演出していると言える。
Ⅳ
この章ではさらに，ペルソナが強い調子で語りかけている詩を読むことに
したい。ペルソナが読者に誘いかけているというより，挑発していると言っ
た方が適切な詩である。
Dare you see a Soul at the“White Heat”?
Then crouch within the door―
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Red― is the Fire’s common tint―
But when the vivid Ore
Has vanquished Flame’s conditions―
It quivers from the Forge
Without a color, but the Light
Of unannointed Blaze―
Least Village, boasts it’s Blacksmith―
Whose Anvil’s even ring
Stands symbol for the finer Forge
That soundless tugs― within―
Refining these impatient Ores
With Hammer, and with Blaze
Until the designated Light
Repudiate the Forge―（Fr
10
401）
第 1パラグラフの冒頭から，ペルソナは挑みかけるような口調で，「『白熱
する』魂を見てみたいですか？」と語りかける。それから，命令口調で，
「それならドアの中にかがみなさい」と呼びかけている。そして，「赤は，火
の普通の色」であるとしながら，「色鮮やかな鉱石が／炎の状態を消してし
まった時／それは炉から震えながら出ていく」のだと語られている。その状
態はすでに「赤」ではなく，第 2スタンザにあるように，「色もなく／油が
注がれていない／光の状態」に変わっている。つまり，「赤」の色から無色
の「光の状態」で立ち上っていくのである。
第 3スタンザからは，語りの口調がやや和らいているが，「炉」の中の状
況が，ますます変化していくことが語られていく。ここで，作業をする人，
すなわち「鍛冶屋」が登場するのである。その「鍛冶屋」は，「単調な響き」
かなとこ
で「鉄床」を打ち続けている。「鍛冶屋」は音も立てずに，静かにこつこつ
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と働いている。「ハンマー」と「炎」を使い，「これらのいらいらした鉱石」
を磨き上げている。磨きをかけた結果，「選ばれた光」がやがて「その炉を
拒否する」ことになる。ギルバートとギューバーは，「自己の創造の激しい
プロセスは，痛みが伴
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う」と述べているように，「選ばれた光」が創出され
るまでのプロセスは，時間と手間がかかってしまうのである。しかし，粉骨
砕身の努力を経て得られた「ディキンスンの白熱した炎は，魂の勝利のしる
12
し」なのである。この詩には，聖書の「煉獄的イメー
13
ジ」が見られるとの指
摘があるが，詩人の脳こそが，粗野な素材を芸術の産物へ変容させる炉その
ものであ
14
る。
彼女によって鍛えられた「選ばれた光」が，「炉」から独立して，やがて
は詩的エネルギーとして，彼女の詩作に貢献することになる。言わば，彼女
の「炉」は創造的エネルギーを産出するところであって，「鍛冶屋」は一人
もくもくと「ハンマー」を打ち続ける。よって，ペルソナの頭の中には，詩
という芸術作品を産出する「炉」があり，常にフル回転していると言える。
その詩ができるまでの真剣勝負のプロセスを，見る勇気があるのかどうか，
読者に挑発しているのである。
次の詩も，命令口調で始まる残酷とも思える詩である。
Split the Lark― and you’ll find the Music―
Bulb after Bulb, in Silver rolled―
Scantily dealt to the Summer Morning
Saved for your Ear, when Lutes be old―（Fr 905, stanza 1）
ペルソナは，「ヒバリを裂いてみなさい」と大胆な語りを展開している。鳥
の歌を「音楽」に喩えていて，それが体の中に凝縮されているイメージを描
いている。しかしながら，読者に命令するには，あまりにも挑発的である。
他にも，“Alter! When the Hills do―”（Fr 755）のように，唐突な印象を
与えるような詩もある。このように，ペルソナは時には切羽詰ったような感
情で読者に語りかけている。時には，激しい命令口調の詩もある。そういっ
た詩は，読者の想像力を大いにかき立てるように促している。すると読者た
ちは，詩と真摯に向き合わざるをえず，結局このような迷走的な詩の世界に
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誘われることになるのである。
Ⅴ 結 論
小論ではこれまでに，ディキンスンの比較的難解な詩を中心に考察を進め
てきた。特にⅡ章で考察した詩は，「銃」という異質な隠喩を中心に，様々
な解釈を可能にしている。ディキンスンの場合，戦争の場面というよりも，
自己の生き方や内面に関わる要素が大きいのである。「装填された銃」であ
るペルソナは，普段は無口で行動を自ら起こすことはしない目立たない存在
である。しかし，いったん詩神が降りてきたように詩に対する意識に目覚め
ると，自分を抑えることができないような激しい感情が沸き起こることがあ
る。そのような激しい内面を持ち合わせている自己を冷静に回顧しながら，
詩人という自分を描いている。そして，自分が生み出した詩と言葉の生命力
が，人に対してとてつもない影響力を及ぼすことを強調している。
さらにⅢ章で考察したように，ペルソナの内面の激しさを表す隠喩とし
て，「火山」をモチーフにした詩を取り上げた。この「火山」の詩の中でも，
普段は静かで不動の山でも，突如爆発して，溶岩を噴出する。そして麓の街
を覆いつくしてしまうほどの恐ろしさを持つ。同時に，「決して嘘をつかな
い唇」とは，真実を希求する芸術家の姿を現す提喩だとみなすことができ
る。芸術家の 1人であるディキンスンもまた，詩を創作する時にはいつも
真剣勝負の状態で読者に挑みかけている。この詩も，「銃」の詩と同様に，
詩人の内面の強さ，芯の強さと情熱を，語り手のペルソナをとおして表現し
ていると言える。
Ⅳ章では，「『白熱する』魂を見てみたいですか？」で始まる 401番を取
り上げて，詳述した。「白熱する魂」を想像する「炉」は詩人の頭の中にあ
り，そして「ハンマー」を打ち続けることによって，洗練された「光」が
「炉」から出ていく。そして「炉」を拒否して，外の世界へ放たれていく。
これら 1連のプロセスも，詩人（鍛冶屋）のこつこつとした労働の賜物な
のであり，その結果，「無色」の「光」となってペルソナの詩作に活かされ
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ていくのである。何もかも研ぎ澄まされた，純粋な「選ばれた光」を必要と
するのは，詩の言葉を扱う詩人である。よって，詩人の脳の中にある「炉」
の中が，詩を生み出すところだと言える。だから読者には挑発的に，それで
も見てみる勇気があるのか，強い調子で問いかけているのである。
全体的にこれらの詩を考察して理解できたことは，ディキンスンの詩の創
作に対するエネルギーである。時には激しい感情をむき出しにしながら作っ
た詩もあったということである。それこそ，詩と言葉を命とする詩人の宿命
でもあるだろう。時に，孤独で地道な作業を強いられることもあるが，心の
中の自負と詩人としての誇りを奮い起こして詩を量産してきたのである。そ
の情熱と繊細な感受性を武器に，ディキンスンは 1800編近い数の詩を書き
続けたのである。
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